　春になり、インフルエンザの季節も終わりを告げて、花粉の季節がやってきました。

もうインフルエンザにかかる人もいないでしょう。

なのでインフルエンザについて話をしたいと思います（笑）

いやつーか、ちと自分の中で大きなイベントが終わって少し暇ができたからさ。

前にある政治漫画(もう分かったって人はいるかも)でこのことに触れていて、興味を持っていろいろ調べてみました。

まあでも、これから話すことは事実もあるがこういう考え方もあるって程度で。そして、この問題を少しでも考えてくれると、まあ書いたかいがあるかなぁ。

<インフルエンザと風邪　1/3>

　それでは、まずはインフルエンザと風邪の関係について話します。これが全ての基盤。

　インフルエンザとは。

急性感染症の一種で、病原体であるインフルエンザウイルスが口や鼻から空気感染し、呼吸器の炎症をおこして発病します。症状は、鼻汁、鼻詰まり、咳、痰、悪寒、発熱、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛などの症状が出ます。予防手段はうがい・手洗い・マスク。あとは予防接種も国が勧めていますね。

　インフルエンザウイルスには大きく分けて三種類、A,B,C型があります。さらに、A型にはたくさんの種類があり、有名な物では香港型などがあります。また、C型には強い感染力はなく、一般に危険視されているのはA,B型です。さらに、一度感染した型にはよほど体が弱ってない限り感染しないそうです。抗体ができますから。そういえば最近、なんかすごい良く効く薬が出来たそうで。

　では次に、風邪とは。

正式名称は風邪症候群。とは言ったものの、そのような病気は存在せず、この風邪症候群とはウイルスや細菌による呼吸器の急性炎症疾患(つまり喉とかの炎症)の総称なんです。症状は、鼻汁、鼻詰まり、咳、痰、発熱、頭痛など。当然、一度感染したウイルスや細菌には抗体ができるので感染しません。

<インフルエンザと風邪　2/3>

　…で、感染力と症状の強さ以外で違いは？いや実際ないんですよ。風邪の定義(呼吸器の疾患)からすれば、インフルエンザも風邪のカテゴリに入るのだからそりゃあ同じなわけですよ。ただ感染力の強さが大きく、国としては当然国中に流行されては困るので、少しばかり危険だと言うことで感染症として風邪のカテゴリからはみ出させたのです。

　つまり、インフルエンザは実は風邪の一種。感染症でもあり、ね。正確に言うと、風邪は三種類(普通感冒、流行性感冒、咽頭結膜炎)からなり、その流行性感冒に分類されます。

<インフルエンザと風邪　3/3>

　しかし、医者によってインフルエンザは風邪だってことを否定します。風邪ではない、と。というか、否定する人のほうが断然多い。自分の先入観もそれでしたし周りもそう思ってるでしょう。そりゃあそうだ、周りの医者がそう言ってるんだから。まあ実際調べていてほとんどが否定してました。「そんな楽観視していたら大変なことになりますよ」って。

　

　いやいやいや、ならんでしょう。そりゃ寝込んだり栄養とったりとか病院行って診察受けることは大切だとは思いますけどね。ほっとくのは危険ですよ。でもそんな薬に頼りっきりになるほど危険なものではありません。まあ赤ちゃんや老人のように免疫力がかなり低い場合は危ないらしいですが。

　例えば高熱。これはウイルスによる発熱ではありません。逆です。ウイルスは熱に弱いので、体がウイルスを弱体化するために体温を上げているだけに過ぎません。防衛本能。本能で防衛対象を殺すとかあり得ないですから。それでは防衛でなく自虐ですから。症状にはちゃんと意味があります。また、41度を超えなければ人は死ぬことはないそうです。

<インフルエンザと風邪に対する疑問>

　では、こうも日本中の人が、インフルエンザは風邪ではない、というのを正しいと思わされているのはなぜなんでしょうか？

　そう、日本人だけなんです。こんな勘違いをしているのは。日本だけなんだそうです。こんな、インフルエンザ自体がここまで危険視されていて、死人もたくさん出て、こんなにも予防接種を勧めているのは。

<インフルエンザ脳症とライ症候群>

　話は飛びますが、”インフルエンザ脳症”をご存じですか？インフルエンザが原因でなるって言われている脳症です。知らない人はいないでしょう。一時期相当はやりましたからね。亡くなった人もたくさん出ました。てか、インフルエンザで亡くなった人の多くがこれのせいです。

　実は、こんな名前の病気は存在しないそうです。欧米ではまったく同じ症状、同じ発病の仕方をした脳症を”ライ症候群”と呼んでいます。つまりインフルエンザ脳症の本当の名前は、ライ症候群だと考えられるそうです。日本だけなんだそうです。インフルエンザ脳症と呼んでいるのは。

<ライ症候群と薬の副作用　1/2>

　それでは、ライ症候群とは。

　急性脳症の一種で、症状は高熱、下痢、吐き気、嘔吐、痙攣、意識障害(幻覚、意味不明な言動、奇声など)などで、重症になると昏睡に陥ります。後遺症もひどくなることがあり、身体障害、精神障害が起こることもあるそうです。原因は、一部は不明となっていますが、多くの原因が鎮痛解熱剤の副作用による薬害とされています。

　かつて欧米でこの病気が流行り、その原因がアスピリンという成分を含む鎮痛解熱剤だったそうです。アメリカではこの薬を風邪などで使わないようにしたところ、ライ症候群は激減したそうです。

　しかし、日本ではこの薬はあまり使われていません。じゃあなんで日本でだけはこの病気が減らないのか？答えは簡単。もっと強力な鎮痛解熱剤をつかってるからです。日本でよく使われているジクロフェナクナトリウムなどを含む鎮痛解熱剤はアスピリンよりはるかに効き目が強いのがあるそうです。一般に薬の副作用というのは、効力に比例して重くなります。さらにこの薬は、熱冷ましだけでなく痛み止めにも使われます。

<ライ症候群と薬の副作用　2/2>

　以上からわかるように、ライ症候群、つまりインフルエンザ脳症はインフルエンザが直接の原因ではないんです。インフルエンザと診断されて処方される解熱剤が原因と考えられるそうです。それどころか、インフルエンザでなくてこの薬を飲んで脳症になった人の方が多いそうなんです。

　現在では、より安全で効果も弱い、欧米でも使用されているアセトアミノフェンという解熱剤を処方する場合が多いらしいですが、それでも日本だけは脳症の発病者が絶えません。それは、薬の多剤投与が原因だと考えられるそうです。

　例えば、風邪だ～って病院に行って診察してもらって、薬の処方箋をもらって、薬局行くと薬をもらうと思います。何種類もらいますかね？抗生物質に解熱剤、喉の薬に頭痛薬、痰の除去剤、おまけに薬から胃を守るために胃薬やらなんやら…。わあもう六種類。病院行った身にすれば、たくさん出してくれるの嬉しいですよね。早く治りそうだし。医者としても製薬メーカーも大儲かり。申し分ないですねぇ。

<薬の副作用に対する疑問>

　実は、薬の数が増えるに従って、副作用になる確率も相乗効果で飛躍的に高くなることが証明されているんです。こんなに薬をたくさん出すのは日本だけなんだそうです。

　始めに言ったように、風邪は死ぬほど危険な物ではありません。薬がなくても栄養をとってちゃんと寝ていればすぐ治ります。逆に無理に熱を下げたりすれば、治るのが遅くなります。当たり前ですよ、高熱っていうのは風邪を治すための一つの本能なのだから。

　頭痛や喉の痛みが苦しいのならば、特に酷い症状に効く薬を単体で飲むようにするのがいいそうです。高熱ならば、氷枕をするなりすればある程度は楽になります。

　副作用のない薬はないんです。薬というものは容易に頼っていいものではないんですよ。なのになぜ、医者はこんなにも進んで薬を出しているのか？国はそれを止めようとしないのか？

<医者の現状に対する疑問>

　大学の医学部では、風邪の治し方なんて習わないらしいです。だから症状の一つ一つに薬を出しているんですよ。本来、勉強熱心な医者や経験を積んだ医者なら、過剰な薬はいらないと理解しているはずなんです。それでもこの現状。

　医者になるための医師国家試験、去年の合格率はなんと約90％。ちなみに司法試験は3.5％。これにより、大した知識、経験、心意気がなくとも医者になれてしまい、どんどん医者の全体のレベルが落ちてしまうんです。今、日本の医者の数は、アメリカの三倍あるそうです。だから、インフルエンザと風邪の関係や、副作用を知らない医者がたくさんいるんです。

　知り合いが、ある一生モノのけがをして、医者にもう今してるスポーツは出来なくなるかもしれないと言われたんですが、先日某国立病院に通院したときに、たまたまいつもと違う医師で、レントゲンだけ撮らせて、すげーだるそうに、「ふーん、これじゃあ部活はやめた方がいいんじゃん？それじゃ薬出しておくから」診察時間数秒、触診すらなしだったそうです。それで二千円？さらに薬代。ありえないと思いました。はっきりいって医者信用できません。

　なんで国はこの現状を変えようとしないのか？多くの医者は、なぜこの状況に満足し、疑問を持たないのか？

<インフルエンザの予防接種　1/2>

　話がかなりずれてしまったf^_^;でも無駄な話じゃないですよ！ではインフルエンザの話に戻りますね。

　インフルエンザの予防接種、受験頃とかしたと思います。あれ、効果ほとんどないそうです。

　1979年にある町である小学生が、その予防接種を受けて重い副作用を起こしてしまい、その町が独自で取りやめにしました。その前と後で、地域のインフルエンザ発症率を比べたところ、ほとんど変わらなかったそうです。外国でも予防接種は無意味だと言っているところもあるそうです。

　つまり、ワクチンに予防効果はない、と。

<インフルエンザの予防接種　2/2>

　予防注射も薬です。先ほど述べたように副作用のない薬なんて存在しないのです。このワクチンで副作用として、脳症やショック死が出てたそうです。

　しかし先のような例があるにもかかわらず、1983年にインフルエンザの予防接種が義務化されたんです。そして予防接種の副作用の被害のうち、インフルエンザワクチンによるものが26％にもなりました。それにより訴訟も起こり、1992年には義務から任意に格下げされたそうです。

　当然ですね。効かないし副作用の危険があるって言うのにしろって…キレるし。

　でもなぜ、無駄だというのに、あえて義務化までしたのか？

<疑問の答えと結論　1/2>

　これら全ての疑問に関わっているのが、医者と日本という"国"、なんですよ。

　日本でもっとも有名で感染力のあるインフルエンザ。この名前を使った脳症、欧米で言うライ症候群であるインフルエンザ脳症。この病気が薬によるものだと知らなければ、インフルエンザにかかったら脳症になる可能性があり下手をしたら死んでしまう、と思うことでしょう。自分も思ってましたよ。そしたら、怖くなって予防接種打ちたくなりますね？かかったら強い薬たくさんもらって早く治したくなりますね？

　実は、1992年の訴訟以降、予防効果がないと知れ渡り、600万回分以上あったインフルエンザワクチン製造量ががた落ちし、1994年には30万回分と20分の1にまで落ちたんです。

　そして1990年代後半に、"インフルエンザ脳症"という言葉がマスコミに登場したんです。インフルエンザにはインフルエンザ脳症になる可能性がある、と。そして、国民が上で述べたような心理状態に陥ったわけです。それにより、再びワクチンの製造量が激増。2000年には750万回分と、25倍にもなったんです。

　これはもう、ワクチンの製薬会社、大儲けですね。そしてその薬を出す医者もしかり。文句なんかそりゃ生まれませんよ。

<疑問の答えと結論　2/2>

　さらには新聞に、「インフルエンザは予防接種が必要だ」などと国のお偉いさんが言ってる記事を載せるなど、インフルエンザの危険をあおる記事がたくさん登場しました。

　これらの情報源が、県の福祉課や衛生課で、厚生労働省とのつながり、つまり国とのつながりが深いところなのだそうです。さらに厚生労働省の役人は、その多くが製薬会社に天下っているそうです。

　つまり国は、鎮痛解熱剤が原因であると思われている脳症を、ライ症候群と呼べばいいものをあえてインフルエンザ脳症と、あたかもインフルエンザが原因であるような、そんな誤解を呼ぶ病名で呼んでいることを放置しているんです。そして解熱剤とこの病気の関係を認めない。

　これが、ただの流行性感冒という感染力の高いだけの風邪に過ぎないインフルエンザを、これは風邪でないと、日本でもっとも有名な病気に対する恐怖心を駆り立てて、多くの人をさほど効果が期待できない予防接種に走らせているのです。

　なぜこんなことをするのか。それは、薬害エイズ事件を知っていれば誰でも分かるはずです。時すでに遅しってやつですね。

　以上で終わります。めっちゃくちゃ長くなったけど…。つか、漫画と結論が同じだし（笑）情報源大体それだから。色々言いたい事があると思いますが、こういう考え方もあるんだと思ってくれればいいです。ちなみに、こんな時期にはなしたのは、ほら、営業妨害したらまずいじゃん（笑）

　しかし、まじ弓関係ね～（笑）まあ日記だし
